
に
向
け
、
活
動
を
展
開
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

本
日
の
理
事
会
は
、
来
る
５

月
19
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
第
67
回
定
時
総
会
の
附

議
事
項
に
つ
い
て
、
ご
審
議
を

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
役
員
改
選
の
議
題

も
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
も

会
長
を
務
め
て
、
今
度
の
総
会

で
20
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
期
に
会
長
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
案
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
長
ら
く
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

後
任
の
会
長
に
は
、
古
賀
誠

氏
を
推
挙
い
た
し
ま
す
の
で
、

理
事
各
位
に
は
、
今
後
と
も
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ー
ド
ア
ッ
プ
と
着
実
な
事
業
の

実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
道
路
政
策
の
推
進
で

は
、
コ
ス
ト
の
縮
減
や
、
既
存

ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
、
官
民

の
積
極
的
な
連
携
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

全
国
道
路
利
用
者
会
議
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
被
災
地
は
も

と
よ
り
、
生
活
道
路
や
地
域
活

性
化
の
た
め
の
「
命
の
道
」
の

整
備
を
求
め
る
多
く
の
地
域
の

要
望
、
利
用
者
の
意
見
が
道
路

政
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
活
動

す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま

す
。今

後
も
、
長
期
安
定
的
な
道

路
整
備
が
図
ら
れ
る
予
算
の
獲

得
と
、
速
や
か
な
事
業
の
実
施

ま
た
、
老
朽
化
し
た
道
路
施

設
の
点
検
・
補
修
の
実
施
と
、

道
路
の
防
災
・
震
災
対
策
、
代

替
性
確
保
の
た
め
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
、
暮
ら

し
と
命
を
守
る
た
め
の
事
業
の

推
進
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
「
コ
ン
パ
ク
ト
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

機
軸
と
し
た
地
方
活
性
化
の
た

め
の
、
地
域
や
拠
点
間
の
連
携

強
化
を
進
め
る
事
業
等
、
ス
ピ

発
現
さ
れ
る
よ
う
、
す
み
や
か

に
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年

を
過
ぎ
た
今
も
、
復
旧
・
復
興

は
道
半
ば
、
23
万
人
に
も
及
ぶ

多
く
の
被
災
者
の
方
々
が
、
未

だ
不
安
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
安
心
し
て
安
定
し

た
生
活
を
取
り
戻
す
べ
く
、
復

旧
・
復
興
を
待
ち
望
む
日
々
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

３
月
１
日
に
は
常
磐
自
動
車

道
が
全
線
開
通
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
流
通
等
が

大
き
く
改
善
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
様
に
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
」

が
体
感
で
き
る
様
な
、
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

は
、
平
素
よ
り
当
会
議
の
諸
活

動
に
対
し
積
極
的
に
ご
支
援


ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
27
年
度
予
算
が
去
る

４
月
９
日
に
成
立
い
た
し
ま
し

た
。新

年
度
に
入
り
ま
し
た
が
、

今
後
、
掲
げ
ら
れ
た
課
題
に
対

応
し
た
施
策
の
効
果
が
早
期
に

理
事
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。本

日
は
、
御
多
忙
の
と
こ
ろ

国
土
交
通
省
か
ら
深
澤
道
路
局

長
を
は
じ
め
、
道
路
局
幹
部
の

皆
さ
ん
方
の
ご
出
席
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
か
ら
ご
参
集
い

た
だ
き
ま
し
た
理
事
各
位
に

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
４
月
23
日
（
木
）
東
京
千
代
田
区
の
霞
が
関
ビ
ル
に
お
い

て
理
事
会
を
開
催
し
、
来
る
５
月
19
日
（
火
）
開
催
予
定
の
第
67
回
定
時
総
会
の
附
議
事
項
に

つ
い
て
審
議
し
た
。

綿
貫
民
輔
会
長
、
深
澤
淳
志
道
路
局
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
道
路
局
よ
り
最
近
の
道
路
行
政

を
取
り
巻
く
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
檜
山
俊
宏
副
会
長
（
広
島
県
・
広
島
市
路
利
用
者
会
議
会
長
・
広
島
県
議
会
議

員
）
が
会
長
の
職
務
を
代
行
し
、
議
長
を
務
め
第
67
回
定
時
総
会
の
附
議
事
項
で
あ
る
平
成
26

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
計
算
書
、
規
約
の
改
正
、
役
員
の
改
選
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
書
、
さ
ら
に
各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に
基
づ
い
た
決
議
案
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
を
推
進
す
る
た
め
の
特
別
決
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
総

会
へ
附
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
佐
藤
邦
義
常
任
理
事
（
新
潟
県
道
路
整
備
協
会
会
長
・
田
上
町
長
）
よ
り
10
月
22
日

(

木)

に
新
潟
県
で
開
催
予
定
の
全
国
大
会
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

決

議
（
案
）

地
域
の
安
全
・
安
心
、
国
土
の
強
靱
化
、
地
方
創
生
を
実
現
し
、
経
済

に
好
循
環
を
も
た
ら
す
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
早
期
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
既

存
の
道
路
を
最
大
限
に
活
用
し
、
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
な

道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
項
目
を
道
路
利
用
者
の
意

見
を
十
分
反
映
し
つ
つ
、
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
、
東
日
本
大
震
災
の
迅
速
な
復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
復
興
関
連
予
算
は
、

平
成
二
十
八
年
度
以
降
も
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
継
続
的
に
確
保

一
、
事
前
防
災
、
減
災
対
策
の
推
進
に
よ
る
災
害
に
強
い
道
路
の
構
築

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
未
整
備
区
間
の
解
消
、
暫
定
二
車
線
区
間
の

四
車
線
化
の
早
期
実
現

一
、
道
路
の
老
朽
化
対
策
に
お
け
る
人
材
育
成
、
点
検
・
診
断
シ
ス
テ
ム

の
拡
充
及
び
点
検
、
診
断
、
補
修
等
に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実

一
、
人
流
・
物
流
の
円
滑
化
の
た
め
の
渋
滞
対
策
の
推
進

一
、
暮
ら
し
の
道
を
再
生
す
る
生
活
道
路
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策

の
推
進

一
、｢

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ｣

や｢

道
の
駅｣


Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
整
備


｢

無
電
柱
化｣

の
推
進

右
項
目
の
推
進
に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
う
え
で
、
長
期
安
定
的
に

道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
二
十
八
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、

要
求
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
七
年
五
月
十
九
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
六
十
七
回
定
時
総
会

特

別

決

議
（
案
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
が
経
過
し
た
が
、
被
災
地
に
お
け
る
人
口
流

出
や
暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
交
通
基
盤
の
脆
弱
性
な
ど
依
然
と
し
て
課

題
が
残
っ
て
お
り
、
復
興
に
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
一
方
、
集
中
復
興

期
間
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
被
災
地
に
お
い
て
来
年

度
以
降
も
迅
速
か
つ
着
実
に
復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
。

一
、
平
成
二
十
八
年
度
以
降
も
復
興
事
業
を
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
継
続
的
に
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
、
復
興
交
付
金
制
度
及
び
震
災
復
興
特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政
支
援
に

つ
い
て
は
、
復
旧
・
復
興
が
完
了
す
る
ま
で
継
続
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
七
年
五
月
十
九
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
六
十
七
回
定
時
総
会

「
小
道
と
い
え
ど
も
必
ず
観
る
べ
き
者
あ
り

遠
き
を
致
せ
ば
恐
ら
く
は
泥
ま
ん
」

ど
ん
な
に
つ
ま
ら
ぬ
主
義
主
張
も
、
ど
こ
か

に
必
ず
と
り
え
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
説

に
か
か
わ
り
合
っ
て
深
入
り
す
る
と
結
局
は

泥
を
か
ぶ
る
結
果
に
な
る
か
ら
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。

出
典
・
論
語

子
夏

全
国
道
路
利
用
者
会
議
編
「
道
の
こ
と
わ
ざ
名
言
集
」
よ
り

（ 1） 平成２７年５月１５日（毎月１回・15日発行） 昭和年７月日（第 3種郵便物認可） 第546号

発行所 全国道路利用者会議
〒100-0013
東京都千代田区霞ヶ関3-3-1
尚友会館6階
電話 03-3501-5611代

発行人 和田 浩
定価  円（会員の購読料は会費に含む）

平成２７年５月号

ＴＨＥＲＯＡＤＮＥＷＳＮｏ.546


